
この度、法務局地図作成事業を実施することとなりました、広島市中区江波
南一丁目ほか地区内に土地を所有されている方向けの資料です。
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広島市中区江波南一丁目ほか地区における、法務局地図作成事業の概要につい
て御説明します。
この事業は、「広島法務局」が事業を計画し、「公益社団法人広島県公共嘱託

登記土地家屋調査士協会」が作業を受託して実施するものです。
事業地区は、広島市中区江波南一丁目、江波南二丁目、江波南三丁目及び江波

二本松二丁目の一部です。
広島法務局では、令和５年度から、この地区の現地調査等を行っていますが、

今後は、更に事業を本格的に進めていき、令和６年度末までに完了させるよう、
当地区の地図作成事業を進める予定です。
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広島法務局では、これまでも毎年、法務局地図作成事業を実施してきました。
この表は、この度の事業地区と、過去５年間に実施してきた地区をまとめたも

のです。
毎年、広島県内の０．３平方キロメートル程度の地区を２か所選定して事業を

実施しています。
令和６年度は、広島市中区江波南一丁目ほか地区のほかに、南区宇品東二丁目

ほか地区でも、同様の事業を実施します。
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今回の法務局地図作成事業実施地区は、この赤い線で囲まれた範囲となり
ます。
この事業に関する事務を行う現地事務所を、赤い丸の位置に設置しました。
住所は、広島市中区舟入南五丁目６番１７号 舟入住宅５号棟１０１号室

です。
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一筆地調査は、土地の配列に従って順次行うように計画します。
また、午前の部は９時２０分頃から１２時頃まで、午後の部は１３時２０分頃

から１６時頃までの時間で計画します。
まずは、立会いの日時を計画してお知らせしますが、御都合の悪い場合は日程

を調整しますので、８頁で説明する返信用ハガキでお知らせください。
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境界確認の立会いのための日時をお知らせする通知文書は、遅くとも予定日の
２週間前までには到着するよう、４月中旬頃から順次、郵便でお送りします。
左は、通知文書で、立会いのお願いと、立会いに当たっての注意事項等を記載

しています。
右は、通知文書の別紙（複数枚の場合あり）で、所有されている土地の表示や

立会いの日時、集合場所等、具体的な事項を記載します。
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立会いの際には、この通知文書別紙を回収させていただきます。これを提出
いただくことで、土地の登記名義人又はその相続人本人であることの確認をし
ます。御持参いただけなかった場合は、本人確認のため運転免許証等の提示を
お願いします。
この通知文書別紙の下側は、委任状欄となっています。代理の方が立ち会う

場合は、所有者等本人が必要事項を記入し、代理の方にお渡しいただき，立会
いの当日に通知文書別紙を持参するようお伝え願います。
また、会社又は法人の場合で、従業員の方が立ち会う場合も同じです。
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通知文書には、お知らせした調査日時の立会いで差し支えがないかどうか確
認させていただくため、「返信用ハガキ」を同封します。
該当する部分に御記入いただき同封するプライバシー保護シールを貼って、

折り返し返送していただくようお願いします。
調査日時に差し支えがある旨の御回答を頂いた場合は、日程の調整を行いま

す。
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立会いは、毎週月曜日から金曜日（平日）の午前９時２０分頃から午後４時頃
までを予定しています。
立会いの進行状況により、お待たせすることがあるかもしれませんが、御了承

ください。
また、雨天の場合も原則として立会いを行います。
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境界確認は、土地の配列に従って、お一人ずつ順番に行います。最初の立会い
では隣接地の所有者は同席しません。
よって、先に立ち会っていただいた方と確認した境界点に、ペンキなどで黄色

のマーキングをし、その後、隣接地の所有者にその点を確認していただいて、境
界の認識が一致し、境界標識がない場合には境界標識を設置します。
当日中に境界標識を設置できない場合は、一旦、赤色のマーキングし、後日、

境界標識を設置します。
双方の境界の認識が一致しなかった場合は、日を改めて、双方による再度の立

会いを行います。
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先ほどの説明と重複しますが、関係する所有者の一方だけに確認いただい
た境界点には、黄色ペンキでマーキングをします。
双方の所有者に確認いただいた境界点には、直ちに境界標識を設置する、

又は、赤色ペンキでマーキングをします。
赤色ペンキの位置に、既存の境界標識がなければ、今回の作業で新しい境

界標識を設置します。
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これが、当作業で設置する予定の境界標識です。費用は国が負担しますので、
無料です。
この境界標識は、金属プレート製と、金属鋲とがあります。どちらを設置する

かは、境界の地形、形状によります。
設置場所の地面が土の場合ですと、プラスチック杭を設置する場合もあります。
できるだけ、全ての境界点に設置しますが、設置が困難な所については、所有

者の方と御相談の上、設置します。
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境界点に、既に境界標識が設置されている場合は、その境界標識を用い、
近くに境界点の管理番号を刻印した点名プレートのみを設置します。
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これは、コンクリート杭と呼ばれる境界標識です。
設置後に杭が動かないように、モルタルを詰める「根巻き作業」を行って

います。
設置に技術と時間を要し、資材費も金属プレート等より高価なため、設置

する場合には、費用を御負担していただくことになります。
設置の御希望、料金の御相談につきましては、境界確認の立会いの際に、

作業担当者へお伝えください。

また、「石垣が割れるおそれがある。」、「玄関先に目立つものを設置し
たくない。」などの理由で、境界標識を設置したくない場合には、その旨を
作業担当者にお伝えください。
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現地で調査や測量を行う担当者は、広島法務局が発行した身分証明書を
携帯しています。
また、この写真のような腕章を着用しています。
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この事業に関して、御不明な点などがある場合の、お問合せ先です。
4月中旬頃以降に、立会いのお願いを郵送するまでの間は、こちらに御連絡く

ださい。
より詳細な説明を御覧になりたい方のため、法務省公式ＹｏｕＴｕｂｅチャ

ンネルに説明動画を掲載しています。
また、説明事項を文書で御覧になりたい方のため、説明動画と同内容の説明

資料を、広島法務局ホームページに掲載しています。
対応携帯電話をお持ちの方は、二次元バーコード（QRコード）から簡単にア

クセスできます。

※ＱＲコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。
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